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理事長 松野 伸哉 

昨今、例年に無い寒さが続いておりますが皆様にはご

清栄のこととお慶び申し上げます。年末年始に至りまして

は新型コロナウイルス感染症対策に伴ったご協力並びに

ご尽力くださいましたこと改めて御礼申し上げます。 

本年は卯年という事で「飛躍の年」という事をよく耳に

致しますが、まさにコロナ感染拡大を経てどの様に日々

を過ごしてゆけばよいのか等を踏まえた上で新たなる状

況の中、今出来る最善の施設運営をさせて頂かなけれ

ばと考えております。引き続きご指導、ご協力くださいま

す様お願い申し上げます。 

青谷センター長 中嶋 徹 

 新しい年を迎え心からお喜びを申し上げます。昨年は、

新型コロナウイルス感染症の影響により、ご利用者様やご

家族の皆様には、大変ご不便をおかけしたことをお詫び

いたします。そして、日々、職員は、難局に立ち向い、一人

一人が時代に合わせて良く考え、アイデアの花がたくさん

さくように精一杯頑張っています。 

 今後も、ご利用者様、ご家族様に何をすべきかを意識

し、友愛が成長できるようにチャレンジしていきたいと思い

ます。 

これまでにも増してのご支援とご理解を賜りますようお

願いして、年頭のご挨拶とさせていただきます。 

寺田センター長 寺岡 洋和 

良き新春迎えられたこと心より喜び申し上げます。 

今年に入り新型コロナウイルス感染症の感染によ

り、ご利用者様やご家族様にご心配をおかけしました

ことを心よりお詫びいたします。そして、新型コロナウ

イルス感染防止対策を徹底し、安心してご利用がで

きるようにしていきます。 

今年もご利用者様やご家族様が「友愛に来てよ 

かった」と笑顔あふれる様に寺田センター職員一同頑張

っていきたいと思います。 

相談役 梅田 史世 

 会員の皆様、ご協力くださっている方々、何時もあり

がとうございます。 

 今年もコロナウイルスと共に年明けとなってしまいま

した。コロナウイルスのせいで人とひととの関わり方が

変化し、絆が薄れてきているように感じられます。この

３年間で学んできたことを土台に、コロナウイルスとの

付き合い方を工夫しながら前進していきたいもので

す。 

 人は人との繋がり、触れ合い、見つめ合い、語り合い

ながら、楽しみを生み出し、元気を生み出し、認知症

低下防止にも大きな力を発揮することを、今までのケ

アを通して学んできました。一人では出来ないが、皆

の知恵を出し合い、工夫し、力を合わせることにより、

新しい発想が生み出され、より良い前進があると信じ

ています。コロナ感染から学び、今がその時だと思い

ます。 

 そして、高齢者の方も、スタッフも楽しくなる場所づく

りが大切であり、それに向かって共に前進していきた

いものです。 


